












































































































































































































































































































































































































































































































































































な ん と かなりそう.ひらきなおることも大事
































































■自 分 は 幸 せ で すＬ
ＪＬ
私はわたし
一人じゃない
自分にできることを
すればいい
、
ノ
図６）ストレングスカードキツズとストレングスシンキングカー
ドの活用例
－５７－
認知行動療法におけるストレング・ストレングスＴＥＢＢモデルに基づくストレングスビリーフづくりの試み
報告を受けた。まだ，まだ，改良のあるストレングス
ビリーフシートであり，その方，その方に応じて柔軟
に変える必要もあるが，今後のストレングスピリーフ
づくりに何らかの手がかりになれば幸いだ。
テストを用いたストレングス探しと，そのストレン
グスをビリーフづくりに活かした例では，人を思いや
る優しさ，人に親切にしたい思いやりという，その人
なりのストレングスを心理テストのスコアーで示した
というわけではない。それは，セラピストとしての実
感だった。セラピーの中で，本当にセラピストがその
人のストレングスだと実感した上での伝え方だったよ
うに思う。この実感をともなってはじめて，クライエ
ントさんに伝わるのかもしれない。ストレングスシン
キングとストレングスを活かしたストレングスビリー
フづくりでは,どのような問題状況にあったとしても．
一見，見えなくもストレングスやストレングスシンキ
ングは必ずあり，その方なりのストレングスビリーフ
があり‘つくられ，そのストレングスを活かした生き
方や生活をクライエントさんは願っていること，選択
しようとしていることを教えてもらった｡ただ，セラ
ピストは，謙虚に静かにその場で『今は見えなくても，
あなたにはストレングスがある。ストレングスビリー
フがありますよ」という沈黙の声を内に抱きながらた
たずみ，時にはセラピストとしての実感を伴い伝える
だけだが，クライエントさんはどこかでその声を感じ
てくれているようだった。
セラピー，ストレングスビリーフづくりにおいて．
必要なことは，本当にセラピストがその方なりのスト
レングスを大事に思っているという気持ちではない
か。クライエントさん，クライエントさんのストレン
グスを信じる気持ちがクライエントさんに伝わると
き，クライエントさんの主体性（宮田，2002）が動き
だすように思う。
追 記
ストレングスカードはネットにて，ストレングス
カードと入力すれば竹田氏に繋がり，購入できます。
ストレングスシンキングカードは山本(2012b）の「ス
トレングスの認知行動療法ワークブック」（ふくろう
出版）にて購入できます。
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AttemptfbrBuildmgStrengthBriefbasedonStrengthModel
andStrengthTebb'sModelinCognitive-BehavioralTherapy
MARIKoYAMAMoTo(恥γ"77ｚｇ［ﾉｳzizﾉe湾勿）
Abstract
lnrecentyears,attemptshavebeenmadetoincorporatestrengthsintocognitive-behavioraltherapy(Padesky，
2012).Yamamoto(2011,2012)isattemptmgtobuildcognitionandbehaviorthatincorporatesstrengthsbasedonthe
strengthsmodelandTebb'sstrengthsmodeLThepresentstudyuncoveredstrengthsbasedonstrengthswordsfbr
clients(Yamamoto,2011,2012),andusedthemtodevelopastrengthsbriefsheetforbuildingstrengthsbriefSIn
accordancewiththestrengthsmodel,clientstrengthsrevealedinpsychologicaltestswerealsomcorporatedintothe
processfbrbuildingnewbeliefS､Inaddition,inaccordancewithTebb，sstrengthsmodel,cardscontalmngstrengths
ofthoughtthatapersonusesintheresolutionandrecoveryprocesswereused(Yamamoto,2012)ａｎｄstrengths
cardsdepictingaperson，sstrengthstobuildstrengthsbriefs．
Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：cognitive-behavioraltherapy,strengths,strengthsmodel,Tebb,sstrengthsmodel
－５９－
